
2021

令和３年版



01



おかやま環境レポート2021

02



03

4月 5月 6月 7月 8月 9月

国
の
動
き

県
の
動
き

2020年度 環境行政の主なトピックス

●4月7日

7都府県に緊急事態宣言

（4月16日全国に拡大）

●6月5日

大気汚染防止法を一部改正

（アスベスト対策の強化）

●6月11日

プラスチック資源循環促進法を公布

●6月12日

環境省が「気候危機宣言」

●9月18日

管内閣発足

●7月22日

EV試乗モニター　キックオフセレモニー

●7月22日

2050年カーボンニュートラル宣言

●10月19日

タンチョウ散策（自然保護センター）
●6月17日

平成30年7月豪雨で発生した

災害廃棄物の処理完了

●7月～10月

魚礁によるテナガエビ漁獲量調査

（児島湖ブルーの復活とPR事業）

●7月13日

稲わら等有効利用連携推進会議

（晴れの国ブルースカイ事業）
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1月 2月 3月10月 11月 12月

●1月7日

4都県に緊急事態宣言

●10月26日

管首相が「2050年カーボンニュートラル宣言」

●11月29日

苗木の育成体験

（苗木のホームステイ・スクールステイ）

（自然保護センター）

●12月25日

瀬戸内オーシャンズＸの協定締結

●11月16日

第74回全国植樹祭岡山県実行委員会設立

●5月～1月

児島湖で小中学生による五感調査

（児島湖ブルーの復活とPR事業）

●2月22日

岡山県環境基本計画

（エコビジョン2040）策定
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14,167

R2
（2020）

H30
（2018）

H30
（2018）

28.1
70.1

令和２（2020）年

安全な

3092,038
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（2020）
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実績

実績



07

R元
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　令和元（2019）年度の県内産業廃棄物排出量は約558万トン
です。近年、排出量は横ばいですが、循環的利用が進み、再生
利用率は上昇傾向、最終処分量は減少傾向にあります。

　大規模地震等の災害に伴う多量の災害廃棄物の発生に

備え、市町村、国関係事業団体等との協力・支援体制の

整備や図上訓練、市町村災害廃棄物処理計画の策定支援

等に務めています。

　産業廃棄物の再生利用を促進するために、循環型産業

クラスターの形成推進や、循環資源情報提供システムの

活用による循環資源の有効活用に取り組んでいます。

　この豪雨災害では、県内で44万トン以上の大量の災害

廃棄物が発生したため、県では、処理主体である市町村で

の処理が円滑かつ迅速に進むよう、処理方法などの技術

的助言や自治体間の広域調整などの支援を行いました。

　また、支援の一環として、倉敷市と総社市から処理事

務を受託し、県自ら災害廃棄

物の処理を進めました。

　その結果令和２年6月17日

に目標とした「発災後2年」

を前にすべての災害廃棄物の

処理が完了しました。

減少傾向にあります。

R2
（2020）

H29

H29

H30 R元
（2019）

H30 R元
（2019）

8080 8080126126 100100115115

312312 305305

1,9031,9031,9081,908 1,8541,854

5,6455,645 5,6915,691

29.629.6
28.628.6

25.725.7 26.126.1 26.726.7 26.526.5
28.928.9 29.729.7 31.231.2

44.544.5 45.845.8

1,905t／日

29.1%

273千t／年

5,583千t／年

汚泥
3,102
55.6％

がれき類
767
13.7％

ばいじん
534
9.6％

木くず
166
3.0％廃プラスチック

219
3.9％

鉱さい
300
5.4％

その他
495
8.9％

令和元年度

排出量:5,583

（千t/年）

令和元年度

排出量:5,583

（千t/年）
製造業
3,098
55.5％

建設業
809
14.5％

その他
86
1.5％

電気・
水道業
1,590
28.5％

■県内の産業廃棄物の処分状況

21

実績

83t／日

47.0%



達成状況（R2（2020））

（45）

５７

27測定局中、19測定局
で達成

1日平均値15µg/m3以下かつ
1日平均値35µg/m3以下

1日平均値0.04ppmから
0.006ppmまでのゾーン
内又はそれ以下

微小粒子状物質
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R2
（2020）

37,617

R2
（2020）

50

（R元（2019））

（R2（2020））
（R2（2020））
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22 21

31
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H30H29H28 R2
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R元

0.0960.100
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自排局
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（95.5％）

1地点
（4.5％）

142,427戸
（97.4％）

46地点
（85.2％）

2地点
（3.7％）

6地点
（11.1％）

1,559戸
（1.1％）

1,853戸
（1.3％）

346戸
（0.2％）

15.8
16.8

15.7

14.7
0.020 0.020

0.019
0.016 0.015

0
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10

15

20
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0.04

0.03

0.02

0.01

0

自排局

一般局

注）数字は各年度の濃度（下線は
　   一般局の濃度を示す。） 注）数字は各年度の濃度（下線は

　   一般局の濃度を示す。）
注）数字は各年度の濃度（下線は
　   一般局の濃度を示す。）

248
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65

29
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57
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145
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142
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49
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57

40

69

210

1,153

71

2,089

484

14

1

266

13

113

4,205

キシレン、トルエン、ノルマル－ヘキサン

キシレン、エチルベンゼン、1, 2, 4-トリメチルベンゼン

ノルマル－ヘキサン、トルエン、ほう素化合物

トルエン、キシレン、ノルマル－ヘキサン

実績

実績

光化学オキシダント濃度（新指標※）の推移

3

0.1

0.12

H30H29H28 R2
（2020）

R元 H30H29H28 R2
（2020）

R元

14.0

※地域における光化学オキシダントの高濃度の状況を評価するための新指標（光化学オキシダント濃度８
　時間値の日最高値の年間99％タイル値の３年平均値（該当年度を含む過去３年間の値から算出））
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　　　　　　　　　　　  河川のBODは、近年ほ

　　　　 とんどの水域で環境基準を達成しています。

　　　　　児島湖のCODは、ハード・ソフト両面

　　　　の総合的な対策の結果、緩やかに改善

されてきましたが、近年は横ばい傾向にあり、依

然として環境基準を達成していません。

　さらなる水質改善に向けて、工場・事業場排

水の徹底した管理、生活排水の適正処理が必須

ですが、農地や市街地からの流出水対策や自然

の浄化能力を活用した河川護岸や用水路・排水

路の整備も必要です。　

（8.1mg/L

水域で達成

達　成　状　況（R2（2020））

R元 R2
（2020）

4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　

94

40

40 40 40 40

50

30 30 30

80

94 94
100 100 10097 97 97 97
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　児島湖は、農業用水の貴重な水源であ
るとともに、豊かな水産資源を育む魚業
の基盤です。また、周辺の自然豊かで広大
な水辺空間は、私たちの生活に潤いと安
らぎをもたらしてくれます。一方、児島湖
は湖水が入れ替わりにくく汚濁が進行し
やすい閉鎖性水域であることから、流域
の都市化や生活様式の変化を受けて水質
汚濁の問題が顕在化し、下水道の整備な
どにより、緩やかに水質が改善されてきま
したが、近年は横ばい傾向にあります。
　児島湖の水質汚濁の最大の原因は、日
常生活のなかで各家庭から排出される生
活排水です。私たち一人ひとりが汚れた
水をできるだけ流さないよう心掛けて行
動することが大切です。

カネヒラ

マガモ

339

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

87.6

R2
（2020）

R2
（2020）

R元 R2
（2020）

7.77.7
8.18.1

7.47.4

7.97.9

7.37.3

実績

実績

●児島湖で見られる動植物

実績
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　本県の希少な野生動植物1,485種を収録し、環境アセスメント審
査や野生生物保護対策の基礎資料として活用しています。

（R2（2020）年度末）

2020
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R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

33,646

721

27

実績

実績 実績

　企業との協働の森づくりや森づくりをサポートする総合窓口の運営などを通じて、森林ボランティアグループ等の自主的な活動を

促進することにより、参加者が森の恵みを楽しみながら地域の森づくりを行う取組を推進しています。
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令和２
2020

12

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

57,371

336

実績

実績
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R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

R2
（2020）

244

369

実績
実績

https://bnet-okayama.jp/
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エコビジョン

2040って

どんな計画？

・エコビジョン2020をベースにしつつ、近年の国内外の

　社会情勢や課題を踏まえて見直し

・基本目標の一つとして気候変動対策をピックアップ

・より分かりやすくなるよう計画の中身を整理

～令和６（2024）年度 令和22（2040）年頃
短期的な取組 長期的な視点

基本目標

気候変動対策（緩和・適応）の推進

循環型社会の形成

安全・安心な生活環境の保全と創出

自然と共生した社会の形成

横断的な視点

環境の未来を支える担い手づくり

環境の未来を創る経済振興

岡山県環境基本条例の理念に基づき環

境保全に関する施策を総合的かつ計画

的に推進します。

より良い環境に恵まれた

持続可能な社会

～山から海まで豊かな

岡山を次世代へ～

計画の目的

目指す姿（長期的な視点）

具体的な取組
（令和３年度～令和６年度）

具体的な取組
目指す姿（長期的な視点）に向けた

４年間（短期）の取組

目指す姿

岡山県の将来の姿

20402040岡山県環境基本計画岡山県環境基本計画
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体 系 図

Ⓒ岡山県マスコット

「ももっち・うらっちと仲間たち」

岡 山 県 環 境 審 議 会

岡山県自然環境保全審議会

　県民や事業者、行政などが一体となって、目的や目標だけでなく、成果と課題も共有し、“参加と協

働”により計画を推進します。さらに有識者等からなる「岡山県環境審議会」において、エコビジョン

2040に掲げる施策・事業の進め方や進捗状況等について助言等をいただきながら、総合的かつ計画的

に推進します。

連携体制のイメージ

県　民

行　政

指
導

　
　助
言

事業者

関係者・
関係団体
（NPOなど）

連携・協働

による

計画の推進
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